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な
お
、
一
度
届
出
を
行
え
ば
継
続
し
て

ご
利
用
が
可
能
で
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、
「
国

税
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ

ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
入

力
す
る
だ
け
で
納
付
が
で
き
、
事
前
の

届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納

付
税
額
に
応
じ
た
決
済
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
納
付
手
段

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付

等
、
ご
自
身
に
合
っ
た
納
付
手
段
を
選

択
で
き
ま
す
。

　

書
面
に
よ
り
申
告
書
等
を
提
出
す
る

場
合
は
、
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
付
に

御
協
力
願
い
ま
す
。

送
付
宛
先
：
札
幌
国
税
局
業
務
セ
ン

タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐
８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
15
号
旭
川
合
同
庁
舎

☎
０
１
６
２
‐
２
０
‐
１
０
１
２

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
12
月
25
日
に
て
、
全
て
の
税
金

の
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
今

一
度
納
付
状
況
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
な
納
付
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
は
、
簡
単
・
便
利
に
納
付
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す

れ
ば
、
確
定
申
告
期
等
の
窓
口
が
混
雑

す
る
時
期
に
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に

出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

で
納
付
が
で
き
ま
す
。

▼
振
替
納
税

　

事
前
に
税
務
署
又
は
金
融
機
関
に
届

け
出
る
こ
と
で
、
振
替
日
に
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

▼
接
種
時
間

　

毎
週
木
曜
11
時
～
11
時
半

　
■
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
２
‐
２
０
４
０

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
３
月
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
１
年
間
延
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に

接
種
を
開
始
し
た
方
が
対
象
で
、
全
３

回
を
無
料
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
に
つ
い
て
迷
わ
れ
て
い
る
方
や

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

猿
払
村
に
住
民
票
が
あ
る
、
平
成
９
年

度
～
平
成
19
年
度
生
ま
れ
（
誕
生
日
が

１
９
９
７
年
４
月
２
日
～
２
０
０
８
年

４
月
１
日
）
の
女
性

■
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
２
‐
２
０
４
０

　

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
の
は
65
歳

の
１
年
間
で
、
無
料
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
対
象
者
へ
は
誕
生
日
を

迎
え
る
頃
に
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
の
は
１
回
の

み
で
あ
り
、
過
去
に
接
種
歴
の
あ
る
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
歴

を
確
認
の
う
え
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
機
会
を

逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
福
祉
課
健
康
推
進
係
ま
で
電
話
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
65
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
免
疫
機

能
に
障
害
を
有
す
る
方

▼
対
象
期
間

①
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で

②
60
歳
の
誕
生
日
か
ら
65
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で

▼
予
約
先　

下
記
担
当
者
ま
で

▼
接
種
場
所　

猿
払
村
国
保
病
院

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

国
税
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

どんな趣味でも楽しめる場所

　最近、ロサンゼルスで大規模

な山火事が発生しました。私は

大学卒業後、ロサンゼルスに住

んでいたことがあるので、ひと

ごとのように感じませんでし

た。今回は、そんな素敵なロサ

ンゼルスとその周辺についてお

話したいと思います。ロサンゼ

ルスはスペイン語で「天使の都

会」という意味です。いつも心

地よい太陽が輝いていて、天国

のような、天使が住んでいそう

な場所ですから丁度いい意味な

気がします。ロサンゼルスには

有名な海がたくさんあり、泳ぎ

やサーフィンだけでなく長距離

にわたる海辺も楽しめます。そ

のなかでも「エル・マタドール・

ステート・ビーチ」は、断崖と

海による美しい景色を見ること

ができ、ほかのビーチに比べて

あまり混んでいないおすすめス

ポットです。移民も数多く住ん

でいるため、メキシコやレバノ

ン料理のお店など、市街地には

世界中の国籍のレストランがあ

ります。ダウンタウンにある居

酒屋やたこ焼き、お好み焼き屋

など日本のものが売っている「リ

トル東京」という場所も人気で

す。ロサンゼルスはとても広く、

各地に観光地が散らばっていま

すが、アウトドア派やインドア

派に関わらず、いろいろな趣味

を楽しめる場所でもあります。

もしロサンゼルスに行くことが

あったらぜひ、この記事を思い

出してみてください！

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

ニコル

　今年も札幌雪まつりに行って

きました。雪のないベトナム出

身の私にとって、この体験は本

当に素晴らしいものでした。２

月８日、札幌に到着すると、駅

は観光客であふれ、空きロッカー

も見つからないほどの混雑ぶ

り。世界中から訪れた人々が、

北海道の冬の美しさと雪の芸

術を楽しもうと集まっていまし

た。大通公園には、巨大な建物

やキャラクターを模した雪像が

並び、まるで別世界に迷い込ん

だよう。夜にはライトアップさ

れ、その美しさはさらに際立ち

ます。街を歩くと、「圧倒された」

「幻想的だった」と感動の声が

あちこちから聞こえてきます。

誰もが雪像の精巧さ、大きさに

驚いていました。また、北海道

ならではのグルメも楽しみのひ

とつ。寒空の下、温かい食べ物

や飲み物を味わいながらおしゃ

べりする時間は格別です。

　観光客にとって、雪まつりは

まさに「冬の楽園」。札幌の魅力

を存分に味わえるイベントです

が、私にとっては学生時代の思

い出が詰まった特別な場所でも

あります。訪れるたびに北海道

大学のキャンパスを散策し、校

門前のスープカレー屋さんへ。

熱々のスープカレーをいただき

ながら、心も体も温まる至福の

ひと時を過ごします。

　寒さの中に温かい思い出がい

くつも生まれる冬の札幌。また

訪れたくなる街です。

寒さの中の温かい思い出

国際交流員（CIR）

ニュン

Xin chào!!
CIR

カリフォルニア州
サンタモニカビーチにて

巨大な雪像の前で記念撮影
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いのちの波止場翳りゆく午後 ひまわり

ふしぎ町のふしぎレストラン８ ミルキーウェイ　竹雀農業高校牛部おもちのおふろ

まほろば診療所の看護師 ・ 麻

世は、 能登半島の穴水にある

病院の看護実習で 「ターミナ

ルケア」 について学ぶ。 激し

い痛みがあるのに、 どうしても

モルヒネを使いたくないという

老婦人。 認知症と癌を患い余

命少ない父に無理やり胃ろう

つけさせようする息子。 震災

前の能登半島の美しい風景と

共に、 様々な旅立ちを綴る感

動長編。

８０歳目前の武は、 教職退任

後、 市民講座で教える地元の

名士。 同じく教職に就く敏明

は、 武の免許返納問題と 「女

性問題」 に頭を悩ませていた。

ある日、 近隣で悪質な轢き逃

げ事件が発生。 「まさか―」

真相を探る敏明が辿り着いた

“おぞましい真実” とは？

おしゃべりと食べることが大好

きな３３歳のひまりはある夏の

日、 出張帰りに交通事故に遭

い、 頸髄を損傷してしまう。 意

識は明瞭。 だけど、 身体だけ

が動かない。 過酷なリハビリを

続けるも突きつけられたのは厳

しい現実だった。 ひまりは自立

を目指し司法試験受験を決意

する。 思い通りにならない身体

でロースクールに通い始める

が、次々と壁が立ちはだかり…。

「ふしぎ亭」 は、 まよなかだけ

ひらくレストラン。 らいおんシェ

フとひつじママが、おもてなし。

おばあさんのなやみを解決す

るため、 魔法の冷蔵庫にはい

ると、 そこには 「ラーメン大通

り」 がつづいていて…！？ド

キドキして、 ちょっぴりほろりと

する物語！

「進学校にも行ける」 という担

任の声をよそに、 竹雀農業高

校へ入学した夢生。 大学進学

を目指せば、 母さんに負担を

かけると思ったからだ。 牛に惹

かれ、 実習用の牛のお世話を

する 「牛部」 へ入部する。 日

本の乳牛の99％を占めるとい

うホルスタイン種。 夢生の体の

三、 四倍はありそうな大きな

牛たちとの生活が始まる――。

さむい、 さむい日。 おもちの

もーちゃんとちーちゃんが、 お

ふろ屋さんへ出かけます。 「さ

むいね」 「ゆっくりあったまろう

ね」 　ところが醤油の足湯はお

すしたちでいっぱいで、 きなこ

の砂風呂もおだんごたちが転

がりまわってゆっくり入れませ

ん。 もう、 のんびりできるおふ

ろはないのかな？

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

南 杏子 著 新川 帆立 著伊岡 瞬 著

苅田 澄子 作

三田村 信行 作 堀米 薫 著
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国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
の
土

地
取
引
に
つ
い
て
届
出
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
は
、
猿
払
村

を
通
し
て
、
北
海
道
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
届
け
出
が
な
い
場
合

は
、
道
か
ら
権
利
者
に
対
し
、
照
会
文

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
け
出
は
、
取
引

の
規
模
に
よ
り
要
否
が
決
ま
り
、
村
の

場
合
「
一
万
平
米
以
上
の
土
地
」
の
取

引
を
行
っ
た
と
き
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
当
該
土
地
を
相
続
し

た
場
合
、
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
度
は
、
北
海
道
か
ら
村
に

対
し
て
同
制
度
に
基
づ
く
届
出
が
確
認

で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
届
事
案
に
つ

い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
届
出
を

行
わ
な
い
場
合
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た

よ
う
な
場
合
は
、
６
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
万
平
米
以
上
の
土
地
を
取
引
す
る

際
に
は
、
届
出
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
２
‐
３
１
３
１

い
、
一
般
社
会
人
、
大
学
生
等
、
自
衛

官
未
経
験
者
が
対
象
で
す
。

　

制
度
及
び
試
験
内
容
等
の
細
部
、
説

明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
本
制
度
の
特
徴

・
訓
練
参
加
時
の
手
当
、
交
通
費
等
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
予
備
自
衛
官
任
官

後
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
現
在
の
住
所
、
職
業
を
維
持
し
つ
つ

招
集
の
都
度
、
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件

　

18
歳
以
上
52
歳
ま
で
の
方

▼
試
験
区
分

　

一
般
公
募
：
採
用
年
齢
に
該
当
す
る

方
な
ら
応
募
可
能

　

技
能
公
募
：
語
学
や
医
療
、
整
備
、

情
報
通
信
等
、
国
家
免
許
資
格
保
有
者

な
ら
応
募
可
能
（
国
家
資
格
免
許
の
細

部
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
）

▼
受
付
期
間　

４
月
８
日
ま
で

▼
試
験
期
日

　

４
月
６
日
～
４
月
20
日
（
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定
）

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
１
２
２
７

期
の
悩
み
。

・
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
、
辛
い

思
い
を
抱
え
て
い
る
。

▼
保
健
師
に
よ
る
相
談

保
健
所
名
：
稚
内
保
健
所

時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
17

時
（
年
末
年
始
祝
日
を
除
く
）

電

話

番

号

：

０

１

６

２
‐

３

３
‐

３
７
０
３

※
電
話
や
来
所
に
よ
る
相
談
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
来
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
お

電
話
を
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
精
神
神
経
科
医
師
（
嘱
託

医
）
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
宗
谷
総
合
振
興
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
健
康

推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
３
７
０
３

　

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
に
な
る
た

め
に
教
育
訓
練
を
受
け
る
制
度
を
い

　

例
年
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も
多
い

３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
悩
み
が
重
な
る
と
、
誰
で
も

「
心
が
苦
し
い
」
「
生
き
る
の
が
つ
ら

い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご

本
人
や
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
電
話
や
来

所
に
よ
る
相
談
を
次
の
通
り
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

▼
主
な
相
談
内
容

・
な
ぜ
だ
か
最
近
や
る
気
が
出
な
く

て
、
食
欲
も
あ
ま
り
な
く
眠
れ
な
い
。

・
ず
っ
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
り
、
不

安
や
焦
り
が
取
れ
な
い
。

・
何
を
し
て
も
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
。

・
人
と
話
す
の
が
億
劫
に
な
り
、
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
。

・
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
些
細
な
こ
と
で

感
情
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。

・
お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
パ
チ
ン
コ
等

に
よ
っ
て
、
仕
事
や
生
活
に
支
障
が
出

て
い
る
。

・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
思
春

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」
で
す

予
備
自
衛
官
補

募
集
の
ご
案
内

土
地
取
引
に
係
る
届
出
を

忘
れ
ず
に

新
一
年
生
の
ご
紹
介

４
月
か
ら
小
学
生
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
学
校
別
表
記

浅
茅
野
小 

２
名

榎　

訓く

に

ち

か

千
賀

佐
藤　

蒼そ
ら
と音

鬼
志
別
小 

９
名

木
村　

榮え
い
た汰

佐
藤　

蒼あ
お
い惟

佐
藤　

蓮れ
ん

西
口　

優ゆ
う
し志

平
松　

詩し
ず
く雫

船
木　

紅べ
に

向
井　

鷲
し
ゅ
う

森
原　

柑か
ん
た太

安
原　

由ゆ

あ彩

知
来
別
小 

６
名

飯
田　

美み
お
ん音

楠
美　

莉り

こ子

小
玉　

心あ

ま

ね

愛
姫

小
玉　

竜
り
ゅ
う
せ
い

正

日
光　

海か
い
と翔

水
野　

心こ
は
る陽

浜
鬼
志
別
小 

５
名

相
内　

陽ひ
ま
り葵

太
田　

恭
き
ょ
う
す
け

輔

椎
野　

敬け
い
し
ん心

丹
羽　

琥こ
は
く珀

吉
田　

芽め

い生

計
22
名

15 ―


